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新規案件

赤水対策、残留塩素減少防止に資する手法の一つになり得る。

開発部門

【詳細】
　横浜市では水質管理を強化し残留塩素均等化を推進するた
め、市内の残留塩素濃度を0.30mg/l超～0.7mg/l以下とする独
自の目標値幅を定めている。しかし、老朽化した水道管(鋼
管･鋳鉄管等の鉄管)や行き止まり管路においては局所的に残
留塩素が低下するため、均等化推進の支障となっている。耐
震化を含めた根本的な解決方法は管路の布設替えであるが、
軌道下や支障物等により管路更新が難しいか所への改善策を
検討する必要がある。
　そこで、塩素消費の原因である赤錆を不動態の黒錆に還元
することができるとされる核磁気共鳴(NMR)工法に着目し、実
際に市内で運用している配水管にて残留塩素減少防止効果を
検証する。

調査・研究部門

継続案件（平成29年度から）

今年度 来年度以降

平成29年10月　～　平成31年３月

なし

13

平成30年度水道研究調書

核磁気共鳴(NMR)工法による配水管における残留塩素減少防止効果の検証

給水維持課　　　※提案課名を記入ください。

平成31年3月1日現在

あり

【詳細】
　28年度給水サービス部プロジェクトにおいて金沢区
寺前二丁目及び港南区港南中央の配水管(口径50mm)計
２か所に核磁気共鳴(NMR)工法装置を設置し、残留塩素
濃度及び鉄分値による検証を行った管路の内面調査を
行う。

【詳細】

【詳細】
・特定の電磁波を応用した防錆装置による配水管における残
留塩素減少防止効果の検証について
　平成25年度　全国水道研究発表会にて
　横浜市水道局発表

新発想・企画部門

その他
（　　　　　　　　）

なし

あり
（今年度：　　　万円）
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フロー図等
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スケジュール

項　　　目
（内　　容）

装置撤去、サンプリング

・港南中央NMR検証箇所の撤去管内錆の成分検査結果について、経済局工業技術
支援センターに聞き取り調査(7/3)

・寺前二丁目NMR撤去および撤去管サンプリング(～10/16)
・経済局工業技術支援センターに寺前二丁目撤去管の成分検査依頼および検査

結果受取(～11/14)

検証結果まとめ

平成31年度
以降詳細

・港南中央NMR撤去および撤去管サンプリング(5/16)
・経済局工業技術支援センターに港南中央撤去管の成分検査依頼(6/7)

・水道研究等報告会にて結果報告（2/1）
1月
～
3月

山口司、佐川俊二、松永竹男、和田亮太

4月
～
6月

7月
～
9月

10月
～

12月

撤去管検証

平成30年度

NMR工法装置

配管内イメージ図


	研究調書

